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異常気象レポート刊行にあたって 
 
 地球温暖化問題は、地球に暮らす全人類共通の問題として、様々な対策が計画され

実行に移されつつあります。この中で、気象庁は、世界気象機関（WMO）をはじめ

とする国内外の関係機関と協力しながら、異常気象や地球温暖化などの気候変動の観

測・監視を行い、そのデータの分析及び将来変化の予測を行っています。これら最新

の成果をもとに、昭和 49（1974）年以来 7 回にわたって「異常気象レポート 近年に

おける世界の異常気象と気候変動－その実態と見通し－」を刊行し、我が国や世界の

異常気象、地球温暖化などの気候変動及びそのほかの地球環境の変化の現状や見通し

についての見解を公表しています。 
平成 17（2005）年までの状況を報告した前回の異常気象レポート以降、世界各地で

多数の人的被害をもたらす気象災害が発生しました。この間、日本においても顕著な

大雨・大雪そして熱波・寒波が発生しており、「異常気象」という語からはもはや「珍

しい、まれである」という印象が消えつつあります。また、近年は世界的に気温の高

くなる年が頻出しており、着実に進む地球温暖化の気候に与える影響が顕在化し始め

ています。 
昭和 63（1988）年に国際連合のもと設置された「気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）」は、平成 26（2014）年 11 月に IPCC 第 5 次評価報告書統合報告書を公表

し、「気候システムの温暖化については疑う余地がない」ことを改めて示しました。そ

して、「将来にわたって更なる温暖化が進み人々や生態系にも大きな影響を及ぼす可能

性が高まる」と予測しています。このような影響への対処として、温室効果ガスの排

出削減などの「緩和」と避けられない変化への「適応」を合わせて実施することが肝

要であることを示しました。 
このような「緩和」や「適応」の計画を策定・実施するにあたっては、気候変動に

関する自然科学的根拠を正しく理解することが極めて重要です。 
本報告書は、日本そして世界で起こっている異常気象と気候変動の実態や見通しに

関して、最新の分析結果を取りまとめ、気候の様々な変動に関する疑問に応えており、

緩和や適応に係る施策の検討の科学的な基礎資料として、広く活用されることを期待

しています。 
本報告書の作成にあたり、気候問題懇談会検討部会の近藤洋輝部会長をはじめ専門

委員各位には、内容の査読にご協力いただきました。ここに厚く御礼を申し上げます。 
 
平成 27 年 3 月 

気象庁長官 西出 則武
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(i) 

はじめに 
 
 
1. 本書の構成について 

第 1 章では、「異常気象と気候変動の実態」と

題し、近年の異常気象の特徴、要因に関する解析

結果を取りまとめるとともに、気象庁による観測、

監視、解析結果をもとに、大気、海洋、雪氷等に

関する長期変化傾向を取りまとめた。 
第 2 章では、「異常気象と気候変動の将来見通

し」として、気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）第 5 次評価報告書第 1 作業部会報告書

（2013）や地球温暖化予測情報第 8 巻（気象庁，

2013）などを中心として、最新の異常気象や気候

変動の将来見通しを取りまとめた。 
本書の特徴は、気象庁による観測、監視、解析

結果のほか、IPCC の評価報告書や内外の研究機

関の最近の研究成果をもとに、異常気象や気候変

動に関する気象庁の見解を示した点である。特に、

IPCC の報告書では詳細が示されていない、日本

における異常気象や気候変動の実態や見通しの見

解について詳細に解説している。 
 
2. 気候変動と異常気象に関する基本的な考え方 

本書の各章のタイトルに含まれている「気候変

動」、「異常気象」をはじめ、本書を理解するうえ

で重要ないくつかのキーワードと、気候変動と異

常気象に関する基本的な考え方について、あらか

じめ説明する。 
 
気候：気候とは、大気の状態を十分に長い時間に

ついて平均して得られる状態のことをいう。具体

的には、ある期間における気温や降水量などの平

均値や変動の幅によって表される。平均する時間

をどの程度とするかは対象とする現象によって異

なる。本書では、これまでの異常気象レポートと

同様に、主に季節、年、数十年の時間規模での状

態を対象とする。 

気候システム：気候は大気の平均的な状態を示す

ものであるが、大気のみで自立的に決まるのでは

なく、海洋、陸面、雪氷や生態系などが深く関わ

っている。このため、大気と海洋・陸面・雪氷・

生態系などを相互に関連する一つの系（システム）

として捉えて「気候システム」と呼んでいる。気

候システムのそれぞれの要素の間では、エネルギ

ー、水、その他の物質がやりとりされ、複雑に相

互作用している。このため、地球の気候は常に変

動しており、そのふるまいは対象とする時間スケ

ール（数十日～数万年）によって異なっている。 
 
気候変動：気候は、赤道季節内振動のように数十

日の短い期間から、氷期-間氷期のような数万年ま

で、様々な時間スケールで変動や変化をしている。

このような変動や変化は、気候システムの内部の

相互作用によって生じるもののほかに、太陽活動

の変動や人間活動に伴う温室効果ガスの増加など、

気候システムの外部から与えられる条件によって

生じるものもある。このような変動や変化につい

て、IPCC 評価報告書のように、気候変動（climate 
variability; 平均状態の周りでの変動）と気候変

化（climate change; 気候の平均状態やその変動

特性の変化）とを区別したり、一方向に向かう変

化を「気候変化」と呼んで区別したりする場合も

あるが、気候変動と気候変化の言葉は同じ意味で

用いられることも多い。また、国連気候変動枠組

み条約（UNFCCC）では、第 1 条で「気候変動

（climate change）」を「人間活動に直接又は間接

に起因する気候の変化で、気候の自然な変動に対

して追加的に生ずるもの」と定義しているように、

人為起源の変化に限定した用語として用いている。

本書では、変動の要因によらず様々な時間スケー

ルの気候の変動や変化を指すものとして、気候変

動の言葉を用いる。 



（はじめに） 

 
(ii) 

異常気象と極端現象：異常気象とは、一般に気象

や気候がその平均的状態から大きくずれて、その

地点/地域、時期（週、月、季節等）として出現度

数が小さく平常的には現れない現象または状態の

ことを言う。大雨や強風などの激しい数時間の現

象から、数か月も続く干ばつ、冷夏などの状態も

含まれる。“平常的には現れない現象”とは、一般

に過去の数十年間に 1 回程度しか発生しない現

象を言い、統計的な取り扱いの必要性と人間の平

均的な活動期間を考慮し、期間の長さに 30 年間

を採用していることが多い。 
本書では、基本的に異常気象を統計的に 30 年

に 1 回以下の出現率の現象として扱い、基準が異

なる場合はその都度明記する。また、極端な高温/
低温や強い雨など、特定の指標を超える現象につ

いては、基準を明示したうえで極端現象（extreme 
event）と表現する。これは、大雨や熱波、干ば

つなど上記の異常気象と同様の現象を指す場合も

あるが、異常気象が 30 年に 1 回以下のかなり稀

な現象であるのに対し、極端現象は日降水量

100mm 以上の大雨など毎年起こるような、比較

的頻繁に起こる現象まで含む。 
 
地球温暖化：地球全体の平均気温は、基本的に地

球に入ってくるエネルギー（太陽放射）と地球か

ら出ていくエネルギー（外向きの赤外放射）のバ

ランスによって決まっている。大気中の温室効果

ガスの濃度が変化したり、太陽光を反射あるいは

吸収するエーロゾルが増減したりすることによっ

て、地球システムのエネルギー収支のバランスが

崩れると、エネルギー収支がバランスするように

気候が変化する。例えば、大気中の温室効果ガス

の濃度が増加することで入ってくるエネルギーよ

りも出て行くエネルギーの方が少なくなった場合、

地球全体の平均気温が上昇することで外向きの赤

外放射が増加してエネルギー収支が再びバランス

することになる。地球全体の気候が温暖になる現

象を単に「温暖化」と呼ぶこともあるが、一般的

には人間活動に伴う大気中の温室効果ガスの濃度

の増加などに伴って生じる気温の上昇を指すこと

が多い。本書では、人為起源の要因による気温の

上昇を地球温暖化と呼ぶこととする。 
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